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§1 はじめに 

¶ 目的と背景 

◼ 目的：情報共有；エスノメソドロジーの方法論；調査士教育との「緊張」 

◼ 報告者の専門：エスノメソドロジー；音楽研究 

◼ 調査士教育とのかかわり［公開情報］：「社会調査法 1」【A 科目】（20 年度～担

当；複数教員で担当）；「質的調査法」【F科目】（22年度～担当） 

◼ 留意点：報告者からの、ひとつの素朴な「見え」（「組織の見解」ではない） 

§2 エスノメソドロジーはなにをどのように明らかにするか――ひとつの見解 

¶ 印象的な経験 

◼ 専門科目「エスノメソドロジー」（20年度～担当） 

◼ 社会学を学べば学ぶほど（学年が上がるほど）「量的な」科学観に紐づけられた

学生からの質問が増加する、という傾向がある（「代表性は？」；「客観性は？」；

……等々） 

◼ 当然、担当教員（報告者）の責任は大きいだろう。それはそれとして、 

◼ こうした「疑問（質問）」は、授業以外の様々な場面においても、繰りかえし生

じるものである；参考：「よくある質問と答え」（前田・水川・岡田編 2007: 259-

270） 

◼ いわゆる「質的な」研究を含めた社会調査の多様性を、過度に単純化すること

なく理解するための適切な言葉を私たちは持っているだろうか 

¶ 帰納を免れた知識／精巧なリマインダー 

◼ 以下の断片の 02行目には何が「無い」か？（「:」は音の延ばし、「(( ))」は注

釈、「（ ）」内の数字は沈黙の秒数を意味している） 

【ダイゴのアパートにて】（串田 2010: 19-20） 

01 ダイゴ: ユキエちゃんアメフト好き::? ((新聞を見ながら)) 

02   (1.5)  

◼ 02行目には文字通りあらゆるものが「無い」。がしかし、 

◼ 私たちは 02行目に「ユキエの返事」が「無い」ことを見ることができてしまう 

◼ この断片は、「質問」には「回答」が続くべきだという、私たちがすでに持って
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いる期待（隣接ペア（シェグロフ／サックス 1996））を、想い起こさせる；「精

巧なリマインダー」（Coulter 1983） 

◼ 隣接ペアが利用されていることは、「質問」「回答」数量的に収集することによ

って正当化されてはいない（実のところ、ただのひとつの「質問」「回答」のペ

アすら不要である）；「帰納を免れた知識」（Sacks 2006） 

◼ むしろ、「質問」「回答」のペアをまずは理解できてしまうからこそ、私たちは

続けてそれを「数える」こともできる 

¶ 「量的な」科学観にコミットする者にエスノメソドロジーの「手つき」がどこか奇

妙なものに見えてしまうことには、何の奇妙さもないように思える 

◼ なぜなら、エスノメソドロジーは「量的な」科学観に（少なくともアプリオリ

には）コミットしていないからである。それはむしろ、 

◼ 後期ウィトゲンシュタインや日常言語学派をはじめとした哲学（いわゆる「概

念分析」）に関連する着想をその基礎として備えている（クルター 1998; 西阪 

1997, 2001, 2008）、と考える方が生産的である（という見解を報告者は支持

している）；「概念分析の社会学」（酒井／浦野／前田／中村編 2009; 酒井／浦

野／前田／中村／小宮編 2016） 

◼ いわゆる「量的な／質的な」研究を構成する様々なコンヴェンションの比較検

討や関連付けもあくまでも、「何をどのように明らかにするか」の水準でなさ

れて初めて生産的なものとなる 

◼ 繰り返し生じる「量的な」科学観に拠って立つ「疑問（質問）」もまた、少なく

とも部分的には、こうした省察作業の不足と研究者同士の非交渉によってもた

らされているだろう 

§3 ワークプレイスのなかの調査士教育 

¶ 「量的な」科学観とエスノメソドロジーの間の緊張は、ワークプレイス（職場）に

おけるその都度の授業実践において解消すべき課題となる 

◼ 社会調査協会 HPより「社会調査士科目認定に関わる授業内容と確認項目」： 

【A 科目】社会調査の基本的事項に関する科目 

＜授業の内容＞ 社会調査の意義と諸類型に関する基本的事項を解説する科目。社会調査史、社会

調査の目的、調査方法論、調査倫理、調査の種類と実例、量的調査と質的調査、統計的調査と事

例研究法、国勢調査等の公的統計、学術調査、世論調査、マーケティング・リサーチなどのほか、

調査票調査やフィールドワークなど、資料やデータの収集から分析までの諸過程に関する基礎的

な事項を含む。（90分×15回相当） 

◼ 観察可能な特徴：初歩的な内容；「量的な」科学観にかかわる語彙の重視 

◼ この場合、「エスノメソドロジーには極力触れない」ことが積極的にして基本

的な対処となる 

https://jasr.or.jp/wp/documents/b-1-0.pdf
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◼ 部分的抵抗：「とりあえず今はこういう風に理解してください」「他の授業の話

も聞いて自分でも考えてください」「ひとつの考え方ですが……」 

◼ のちに学ばれうる他の科目の多様性への「期待」を基本としながら、ひとつの

見解として教示内容が提示される 

¶ 他方、調査士教育にエスノメソドロジー的な着想を導入する機会が無いわけではな

い 

◼ 「社会調査士科目認定に関わる授業内容と確認項目」（同上）より 

【F科目】質的な調査と分析の方法に関する科目 

＜授業の内容＞ さまざまな質的データの収集や分析方法について解説する科目。参与観察法、フ

ィールドワーク、インタビュー等の質的調査の方法、および、ライフヒストリー分析、会話分析、

ドキュメント分析、内容分析、グラウンデッドセオリー、ビジュアルデータ分析等の質的データ

の分析法（質的データ分析ソフトの使用方法を含む）など。（90分×15回相当） 

◼ 観察可能な特徴特徴：多種多様なコンヴェンション；様々な水準（対象／方法） 

◼ 「会話分析」は「質的データの分析法」のひとつとされる。がしかし、 

◼ 実際にはコンヴェンションの多くは、エスノメソドロジーがいわゆる「質的な」

研究と関係を取り結ぶ可能な回路となっている。というのも、 

◼ エスノメソドロジーはその「手法」において利用可能な技術は何であれ使って

きた、というのが実際のところであるからである：参与観察（サドナウ 1992）；

インタビュー（ガーフィンケル 2004）；ドキュメント（Garfinkel 1971）；テク

スト（Watson 2009）；画像データ（Jayyusi 1993）；一人称的省察（サドナウ 

1993）；……等々 

◼ 「手法」を導きの糸としながら、教員がもつエスノメソドロジーの専門性を多

種多様なコンヴェンションに拡張していく設計は可能であるだろう 

§4 おわりに 

¶ 調査士教育において、教示内容がある種の画一性を指向するインセンティブが働く

ことは自体に不思議なことはない 

◼ 少なくとも一斉授業や資格教育などにおける合理性はある 

◼ 学生がいわゆる「質的な」研究についての理解をのちに異なる仕方で深めるこ

ととも矛盾はしないだろう 

¶ しかし、そのある種の画一化が、やや安直な仕方でばかりなされることには、検討

に値する課題があるように思える 

◼ 質／量の関係を定式化するさいに、例えば両者を因果推論において基礎づけた

り、両者の関係を、記述／説明、仮説生成／仮説検証、といった形式で表現し

たりするのは、ひとつの簡便なやり方ではあるだろう 

◼ 他方で実際の研究がこうした関係において実施されているとは限らない（筒井 

https://jasr.or.jp/wp/documents/b-1-0.pdf
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2021）ことを知るには、いくつかの研究実例を紐解いてみれば十分である 

◼ いわゆる「質的な」研究を含めた社会調査の多様性を過度に単純化することな

く理解するための適切な言葉を得るために、では私たちは何を考えて、どのよ

うな対話をすればよいだろうか？ 

付記 

本稿の執筆過程において、「社会言語研究会」（2022年 3月 19日開催）の参加者からのコメントなどを得

る機会があった。記して感謝する。 
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